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大
洲
の
伝
統
産
業

⑦ 

鮎

漁
(
あ
ゆ
り
ょ
う
)

写真は、投網でアユの群れを追う鎌田一三九さん。

江
戸
中
期
の
文
献
州
大
洲
秘
録
H

の
中

に
鮎
が
大
洲
の
特
産
物
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
清
流
肱
川
は
¥
良
質
の
珪

藻
(
け
い
そ
う
)
が
育
ち
¥
鮎
の
成
長

に
適
し
て
い
ま
す
。

鮎
は
¥
香
魚
と
も
童
日
か
れ
、
肉
に
香

気
が
あ
り
、
高
級
魚
と
し
て
肱
川
の
特

産
品
で
し
た
。
漁
法
は
、
投
網
、
と
あ

み
、
と
も
が
け
¥
瀬
張
り
な
ど
色
々
と

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
、
乱
獲
や
農
薬
な
ど
で
河
川
の

汚
染
が
進
み
、
漁
獲
高
も
減
少
し
ま
し

た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
稚
魚
の
放
流

を
本
格
的
に
始
め
、
ま
た
、
肱
川
の
浄
化

が
進
み
鮎
の
数
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ア
ユ
の
減
少
を
く
い
止
め
る
た
め
十

月
頃
か
ら
全
面
禁
漁
と
し
、
ア
ユ
の
産

卵
を
助
け
て
い
ま
す
。
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補
正
総
額

九
億
九
千
万
円

第
百
七
十
八
固
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
七
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
+
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
補
正
予
算
案

六
件
、
条
例
関
係
二
件
、
人
事
案
件
一
件
、
そ
の
他
三
件

の
計
十
二
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

大洲市民憲章

量
密
輸

提
案
理
由
を
説
明
す
る
近
田
市
長

本
年
度
の
市
政
運
営
は
、
「
豊
か
で

活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
」
を

め
ざ
し
て
、
六
項
目
の
重
点
施
策
を
柱

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

固
に
わ
い
て
は
、
行
政
改
革
の
最
終

答
申
を
受
け
、
改
革
を
着
実
に
推
進
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
本
市
を
と
り
ま
く
社

会
経
済
情
勢
、
財
政
事
情
な
ど
は
、
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
徹
底
し
た
行
財
政
運
営
の
合
理
化
、

効
率
化
を
め
ざ
し
て
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。
庁
内
の
行
政
事
務

改
善
委
員
会
に

H

簡
素
で
効
率
的
な
行

政
機
構
、
経
費
の
重
点
的
か
つ
効
率
的

運
用
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
U

な
ど

の
検
討
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
要
望
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
当
初
計
画
い
た
し
ま
し

た
事
業
は
、
お
お
む
ね
見
通
し
を
得
ま

し
た
。ま

た
、
庁
舎
建
築
工
事
は
、
計
画
通

り
進
行
し
て
お
り
、
五
階
ま
で
の
鉄
骨

が
あ
が
り
、
二
階
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
ち
工
事
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
新
庁
舎
が
完

成
す
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
い
た
し
ま

斗

φ

ノ。
矯
正
予
算
の
概
饗

今
回
の
補
正
額
は
|
|

一
般
会
計
九
億
九
千
三
百
六
十
五
万

日「

特
別
会
計
五
百
九
十
三
万
円

企
業
会
計
ム
五
百
八
十
一
万
円

計
九
億
九
千
三
百
七
十
八
万
円
で
す
。

A
7
年
度
の
予
算
累
計
は
百
三
十
七
億

五
百
四
十
三
万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期

に
比
べ
十
六
億
八
千
七
十
万
円
(
十
四
-

O
M
m
)
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

般

会

計

今
回
の
補
正
で
一
般
会
計
の
累
計
は
、

八
十
五
億
三
千
六
百
六
十
五
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
二
億
一
一
千
七
百

十
五
万
円
(
二
・
七
%
)
の
増
で
す
。

補
正
の
お
も
な
内
容
は
|
1
1
1

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
に

四
億
五
千
二
百
七
十
万
円
。
事
業
は
、

道
路
改
良
、
舗
装
、
下
排
水
路
整
備
な

ど
で
す
。

衛
生
費
で
は
、
現
在
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設

の
能
力
は
限
界
に
達
し
、
昭
和
五
十
九

年
度
か
ら
二
か
年
計
画
で
新
し
い
施
設

を
建
設
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
調

査
委
託
料
に
一
千
万
円
。

農
林
水
産
費
で
は
、
本
年
度
か
』
竺
一
か

年
計
画
で
山
村
振
興
農
林
対
策
事
業
と

し
て
、
大
洲
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を

蔵
川
地
区
に
建
設
い
た
し
ま
す
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
-
一
階
建
、
五
百
五
十

平
方
川
で
、
そ
の
建
築
費
の
本
年
度
分

と
し
て
五
千
九
百
七
十
万
円
(
総
工
費

九
千
六
百
八
十
万
円
)

0

広
域
…
町
内
農
凶
地
震
道
整
備
事
業
費
(
大

洲
市
部
E
・
蔵
川
1
西
大
洲
間
)
に
四

千
六
円
五
十
九
万
円
。
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
費
に
三
千
百
万
円
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
打
越
林
道
開

設
事
業
(
一
立
十
九
年
度
完
了
)
に
千
七

十
八
万
円
。

土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
費
と
し

て
平
地
慶
雲
寺
線
道
路
改
良
事
業
に
千

八
百
万
円
。
同
線
の
只
越
二
氏
か
ら
阿

蔵
の
広
域
農
道
ま
で
の
改
良
を
、
本
年

度
か
ら
第
-
一
次
五
か
年
計
画
に
よ
り
整

備
し
ま
す
。

県
単
補
助
の
道
路
整
備
事
業
と
し
て

千
九
百
万
円
。
路
線
は
、
黒
木
野
佐
来

線
、
野
佐
米
線
で
す
。
地
域
振
興
道
路

整
備
事
業
と
し
て

J

一
千
万
円
。
路
線
は
、

菅
山
の
野
地
線
、
平
地
の
冨
一
応
線
で
す
。

辺
地
対
策
事
業
の
道
路
改
良
に
三
千

六
百
万
円
。
路
線
は
、
舟
原
線
、
長
谷

で
す
。街

路
事
業
費
と
し
て
、
大
洲
停
車
場

南
線
整
備
事
業
に
二
千
三
百
六
十
四
万

円
。
都
市
下
水
路
費
と
し
て
、
新
町
地

区
下
排
水
路
整
備
事
業
の
今
年
度
分
に

一
一
子
二
百
九
十
万
円
。
公
園
整
備
費
と

し
て
、
一
品
士
山
公
国
と
新
谷
公
園
の
整

備
に
九
百
七
十
七
万
円
。

消
防
費
で
は
、
八
多
喜
・
新
町
下
と
南

久
米
・
梅
川
の
防
火
水
槽
建
設
事
業
に

四
百
五
十
万
円
。
南
久
米
分
団
第
三
部

の
消
防
車
庫
お
よ
び
詰
所
新
築
事
業
に

四
百
一
万
円
。

大
洲
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員

会
条
例

大
洲
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
と
も
な
い
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関

と
し
て
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い

保
険
給
付
の
確
保
と
被
保
険
者
負
担
の

公
平
化
を
図
る
た
め
の
改
正
で
す
。

※
改
正
点
に
つ
い
て
は
六
真
に
解
説
し

て
い
ま
す
。人

事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

兵
一
館
、
義
高
委
員
が
七
月
十
五
日
で
任

期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
後
任
委
員

の
推
薦
を
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

-
兵
頭
義
一
口
同
(
中
村
・
七
十
六
歳
)
再



お お ず

八
月
よ
り
上
須
戒

今
年
度
も
国
土
調
査
(
地
籍

調
査
)
を
上
須
戒
・
八
多
喜
地

区
の
一
部
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

八
月
よ
り
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
土
調
査
(
地
籍
調
査
)
は
、
土
地

の
所
有
、
利
用
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、

地
目
、
地
番
、
地
積
な
ど
の
調
査
測
量

を
行
い
、
土
地
台
帳
(
登
記
簿
)
を
現

況
に
合
っ
た
も
の
に
修
正
し
、
正
確
な

地
籍
図
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

広報明るい市づくりにつとめる

宇和島

郷土を愛し、(3) 

• 
調査地域

八
多
喜
で
実
施

こ
の
調
査
の
成
果
は
、
土
地
行
政
の

基
礎
資
料
や
税
負
担
の
公
平
化
、
土
地

に
関
す
る
紛
争
の
防
止
な
ど
、
多
目
的

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

大
洲
市
の
実
施
状
況

大
洲
市
の
国
土
調
査
事
業
は
、
昭
和

四
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
全
面
積
二
百
四
十
・
九
三
平
方

キ
ロ
日
の
二
十
四
・
九
%
、
五
十
九
・

九
六
平
方
キ
ロ
げ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
は
、
平
野
、
南
久
米
の
全
地
域
と

上
須
戒
地
区
の
一
部
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
実
施
計
画
は
、

実
面
積
二
十
・
三
七
平
方
キ
ロ
川
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

国
土
調
査
の
事
業
概
要

人
7

年
度
は
上
須
戒
地
医
(
屋
敷
、
河

春
)
と
、
新
し
く
八
多
喜
地
区
(
八
多

浪
、
伊
川
子
)
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
地
図
の
と
お
り
で
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
該
当
地
医
で

説
明
会
を
聞
き
、
万
全
の
準
備
で
作
業

を
進
め
ま
す
の
で
、
土
地
を
所
有
さ
れ

て
い
る
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。事

業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

現
地
に
お
け
る
一
筆
地
調
査

み
な
さ
ん
の
所
有
す
る
土
地
に
つ
い

て
、
一
筆
ご
と
に
所
有
者
、
地
番
、
地

目
、
境
界
を
明
確
に
し
、
境
界
に
打
つ
ゲ

た
杭
の
位
置
を
確
認
し
て
調
査
図
を
作
巧

成
し
ま
す
。
こ
れ
を
基
に
測
量
を
行
い
、
~

地
籍
図
と
地
籍
簿
が
で
き
ま
す
。
こ
の
~

作
業
は
、
係
員
が
所
有
者
の
立
ち
合
い
や

の

も

と

に

行

い

ま

す

。

一

昨

年

中

に

木

材

の

取

引

、

売

却

な

所
有
者
に
ご
協
力
願
う
こ
と
一
ど
素
材
の
所
有
権
な
ど
の
移
転
さ
れ
た

V
所
有
す
る
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
、
一
人
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で

H

申
告
納

隣
接
所
有
者
と
の
立
ち
合
い
で
確
認
一
税
相
談
H

を
実
施
し
ま
す
。

し
た
境
界
点
、
曲
が
り
ご
と
に
杭
を
一
申
告
納
税
の
必
要
な
人

打
っ
て
い
た
だ
く
作
業
。
一
立
木
を
伐
採
し
、
最
初
に
素
材
を
引

V

一
筆
地
の
境
界
線
の
確
認
と
刈
り
開
ム
き
取
っ
た
人
。
た
だ
し
、
三
か
月
以
内

き

作

業

。

一

に

引

取

人

が

な

い

と

き

は

素

材

の

持

主

。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
所
有
~
税
額
木
材
(
素
材
)
の
山
元
土
場
渡

者
に
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
わ
願
時
し
価
格
の
二
%
の
額
。

い
し
ま
す
o

h

納
め
る
方
法
特
別
徴
収
義
務
者
(
山

成

果

の

閲

覧

な

ど

一

主

)

が

最

初

の

引

取

人

か

ら

徴

収

し

現
地
の
測
量
が
完
了
し
ま
す
と
、
そ
~
て
納
付
す
る
。

の
成
果
(
地
籍
図
)
を
点
検
整
備
し
て
一
相
談
日
・
時
間

一
筆
ご
と
の
面
積
測
定
を
行
い
ま
す
。
一
平
野

8
月
8
日

9
時
1
日
時
加
分

二
十
日
間
の
閲
覧
期
間
中
、
所
有
者
一
八
多
喜

0

9

時
1
日
時
加
分

の
み
な
さ
ん
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
一
十
回
久
米

8
月
9
日

9
時
i
v
m
時
泊
分

誤
り
な
ど
が
あ
れ
ば
、
訂
正
の
申
し
出
一
菅
田
ク

9
時
1
日
時
加
分

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
地
籍
問
、
地
籍
ザ
新
谷
ク
日
時
l
M
時
加
分

簿
が
正
確
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
一
大
川

8
月
日
日

9
時
l
M
時
部
分

整
理
後
、
成
果
な
ど
書
類
を
添
付
、
一
一
-
一
善
。

9
時
1
日
時
却
分

県
を
経
由
し
国
土
庁
長
台
に
対
し
認
証
ア
仁
須
戒
ク
日
時
l
v
m
時
加
分

の
手
続
き
が
な
さ
れ
ま
す
。
認
証
芹
の
一
柳
沢

8
月
日

U

9
時
1
日
時
泊
分

交
付
後
、
法
務
局
に
送
ら
れ
登
記
が
な
日
大
洲

8
月
ロ
円

9
時
i
M
時
加
分

さ

れ

ま

す

。

一

場

所

各

連

絡

所

、

大

洲

は

市

役

所

税

以
上
の
よ
う
な
子
順
で
国
土
調
査
が
一
務
課
。

実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
、
測
量
に
は
み
巧
そ
の
他
当
日
、
都
合
の
惑
い
場
合
は
、

な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
戸
最
寄
り
の
連
絡
所
ま
た
は
市
役
所
税

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
日
務
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
業
土
木
市
州
国
土
調
査
一
※
詳
し
い
こ
と
の
む
問
い
合
わ
せ
は
市

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
印
税
務
課
ま
で

宮
④
2
1
1
1
内
線
2

6

7

一

宮

④

2

1

1

1
内
線
2
1
7

木
引
税
の

相
談
日



(4) おおず広報品い教養を身につける。

フールオーフン
健康なからだをっくり、

-4種類のブールで泳げます-

チ
ビ
ッ
子
た
ち
が
得
ち
に
得
っ
た
運

動
公
園
の
各
種
プ
ー
ル
が
七
月
三
日
に

完
成
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
日
、
関
係
二
百
人
あ
ま
り
が
品
席

し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
時
か
ら
は
無
料
開
放
さ
れ

た
た
め
、
市
内
外
よ
り
家
族
づ
れ
な
ど

七
千
人
あ
ま
り
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
、

プ
l
ル
は
終
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
、
が
平
野
・
野
田
の
総
合
運
動
公
園

に
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た

H

各
種
プ

ー
ル
山
が
完
成
し
、
七
月
二
一
円
に
オ
ー

ブ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

三
日
、
午
前
十
時
か
ら
、
関
係
者
二

百
人
あ
ま
り
が
出
席
し
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
近
田
市
長
、
平
田
八
幡
浜

市
長
、
毛
利
衆
議
院
議
員
な
ど
が
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
洲

市
、
八
幡
浜
市
の
小
学
六
年
生
千
二
百

人
が
一
斉
に
プ
l
ル
に
飛
び
込
み
、
初

泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

十一
A

時
か
ら
は
無
料
開
放
の
た
め
、

市
内
外
よ
り
七
千
人
あ
ま
り
が
つ
め
か

け
、
人
気
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
!
ル
は
順

丞
を
待
つ
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し

た。
プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
期
間

運
動
公
園
の
プ
l
ル
は
、
八
月
三
十

抑制

完成を祝いテープカット

一
円
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す

0

時

間

十

時

1
十
七
時

料

金

プ

l
ル
の
入
場
料
金
は
表
の
と

お
り
で
す
。
一
同
の
入
場
で
四
種
類

の
ど
の
プ
l
ル
も
利
用
で
き
ま
す
。

運
動
公
園
に
行
く
の
に
は
、
パ
ス
を

利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
伊
予
鉄
パ
ス
、

宇
和
島
パ
ス
で
十
二
便
あ
り
ま
す
。

停
留
所
は
、
平
野
運
動
公
園
で
す
。

※
わ
問
い
合
わ
せ
は
運
動
公
園
へ

宮
④
4
7
0
4

ミ4被支

初泳ぎの小学 6年生

-水泳プール使用料金表.

種 耳目 料 ノ豆ベ

大 人 350円
普

通
品・中学生 250円

字 生 200円
券

幼児(4歳以上) 100円
」

チビッ子に大人気のスライダープール

{ソリノ二
・
-
ヨ
F

スノ

、
タ
雑
よ

門
ノ
圭
ロ

I
L

ア
存
を
ま

力

ど

礼

h
ツ
h

H

O

M

問

5

4

Z

眺巳戸

ノ

q

E

司

令』

リ

2
9
W

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
ブ
タ
ク

サ
は
、
花
粉
が
ひ
き
起
こ
す
と
い
わ
れ

て
い
る
、
ぜ
ん
そ
く
や
結
膜
炎
、
鼻
炎

な
ど
の
原
因
と
な
る
有
害
な
雑
草
で
す
。

有
害
な
雑
草
の
駆
除
は
、
毎
年
、
大

洲
市
、
大
洲
市
青
年
協
議
会
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
公
共
地
を
、
ま
た
民
有
地

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
で
行
っ
て
わ
り
ま
す
が
、
ま

だ
多
く
残
っ
て
わ
り
ま
す
。

市
民
み
ん
な
の
協
力
で
有
害
雑
草
を

駆
除
し
、
美
し
い
健
康
な
町
ゃ
つ
く
り
を

じ
が
け
ま
し
ょ
う
。



おおず

誘懇に負けない強い子供を育てるため

広報豊かな郷土と家庭を築く生産に励み、(5) 

夏
休
み
の
過
ご
し
方

夏
休
み
の
非
行
を
防
ぐ

五
つ
の

H

ケ
ジ
メ
μ

-

〈

時

間

〉

約
束
し
た
時
聞
を

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

朝
寝
、
夜
ふ
か
し
、
テ
レ
ビ
を
見
る

時
聞
が
長
く
な
る
な
ど
、
休
み
に
入
っ

た
安
心
感
か
ら
子
供
は
時
間
の
ケ
ジ
メ

を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏

休
み
は
、
遊
び
に
行
つ
で
も
帰
宅
が
遅

れ
が
ち
で
す
。
門
限
を
決
め
て
、
キ
チ

ン
と
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
を
離
れ
て
の
ん
び
り
過
ご
す
の

も
夏
休
み
の
楽
し
み
で
す
が
、
前
も
っ

て
計
画
し
た
時
間
に
は
読
書
や
家
事
の

手
伝
い
な
ど
、
決
め
ら
れ
た
ご
と
を
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

之

〈

お

金

〉

一
計
画
的
な
使
い
方
を

島
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

3
〈
計
画
性
〉

一
夏
休
み
な
ら
で
は
の

一
目
標
を
持
だ
せ
ま
し
ょ
う

夏
休
み
は
、
子
供
が
時
間
や
物
事
の

計
画
性
を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
。
前

も
っ
て
夏
休
み
中
の
計
画
表
を
作
ら
せ
、

そ
れ
を
キ
チ
ン
と
実
行
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
得
意
な
科
目
を
徹
底
的
に

勉
強
す
る
と
か
、
趣
味
で
も
学
習
で
も

興
味
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
研
究
す
る
と

い
っ
た
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の
日
標
を

持
た
せ
、
子
供
が
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
よ
う
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

4
〈
友
達
づ
き
あ
い
〉

一
寸
ノ
l
」
と
言
え
る

「
恒
三
嶋
崎
直
L
J
3

子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
惑
い
こ

と
に
ハ
ッ
キ
リ

H

ノ
l
u
と
言
え
る
強

さ
を
持
た
せ
た
い
も
の
で
す
。
悪
い
こ

と
を
許
し
合
っ
た
り
、
い
つ
で
も
行
動

を
共
に
す
る
こ
と
が
本
当
の
友
達
づ
き

あ
い
で
な
い
こ
と
を
子
供
に
教
え
ま
し

ょ、っ。ま
た
、
夏
休
み
の
解
放
感
は
、
や
や

も
す
る
と
子
供
を
夜
遊
び
、
盛
り
場
、

不
良
交
友
、
外
泊
な
ど
に
駆
り
し
仏
て
ま

す
。
親
は
頭
ご
な
し
に
怒
る
前
に
、
そ

れ
が
ど
う
し
て
思
い
の
か
、
子
供
と
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
考
え
て
く
だ
さ
い
わ

5

J
釦
即
バ
劃
配
川
|

健
康
の
あ
り
が
だ
さ
を

理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

喫
煙
、
飲
酒
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
な
ど

は
、
青
少
年
の
健
康
な
心
身
を
確
実
に

む
し
は
み
ま
す
。
子
供
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
健
康
の
大
切
さ
を
ヰ
附
し
て
聞
か
せ
、

ス
ポ
l
y
な
ど
に
興
味
を
持
た
せ
た
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
白
転
車
の
二
人
乗
り
や
ク
ル

マ
や
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
な
ど
、
交

通
事
故
に
結
び
つ
く
行
為
が
増
え
る
の

も
こ
の
季
節
で
す
。
事
故
に
遭
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
こ
と
を
、
子
供
に
よ
く
一
品

し
て
き
か
せ
ま
し
ょ
う
。

只
》
目
n
R
U
口
H

円い

開
眼
検
診

9
月
1
日
に

身
体
障
害
者
の

巡
回
相
談

視
力
障
害
者
、
身
体
障
害
者
(
児
)

の
福
祉
増
進
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

よ
う
に
検
診
、
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

開
眼
運
動
巡
回
検
診

日
時

8
月
5
日
(
金
)
叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
友
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

検
診
料
無
料

珠
山
査
医
師
松
山
赤
十
字
病
院

別
所
建
夫
医
師

対
象
視
力
障
害
で
わ
凶
り
の
人

受
付
九
日
の
み
受
付
け
ま
す
。

※
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
(
児
)
巡
回
相
談

日
時

9
バ
1
日
(
土
)
叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
保
健
所
(
愛
媛
県
八
幡
浜

地
方
川
大
洲
出
張
所
二
階
J

検
診
料
無
料

担
ペ
医
師

A

一人

対
象
体
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
お

よ
び
児
主

交
付

8
バ
却
口
ま
で
に
市
福
祉
事
務

所
へ
。

※
身
体
障
害
者
子
帳
、
療
育
子
帳
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

ま
で詳
。し

笠萱く

④は
2 、
1 rfi 
1 十亘
1 右上
内事
主謀手話
2 戸斤

I 4 1* 
I 6護i
i 係

夏
休
み
に
、
海
や
山
へ
飛
び
出

す
子
供
た
ち
の
顔
は
、
ど
れ
も
生

き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
子
供
た
ち

が
非
行
に
走
り
や
す
い
の
も
こ
の

季
節
。
非
行
に
走
る
か
走
ら
な
い

か
は
、
夏
休
み
の
家
庭
生
活
を
ど

う
過
ご
し
た
か
に
よ
っ
て
、
大
き

く
変
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、
欲
望
や
誘
惑
に
負

け
な
い
強
い
子
供
に
す
る
た
め
に
、

親
子
で
心
掛
け
た
い
夏
休
み
の
過

ご
し
方
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
分

け
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。



(6) おおず広報

わ
た
し
た
ち
が
使
う
国
民
医
療
費
は

;
一
毎
年
一
兆
円
ず
つ
増
え
続
け
五
十
七
年

め
一
度
は
、
一
人
当
り
約
十
二
万
円
、
国
民

と
-
全
体
で
は
十
三
兆
八
千
八
百
億
円
に
の

っ
一
ぼ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

に
一
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
今
後
、
必
要
な

1
一
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と

づ
一
円
ノ
の
保
険
料
や
税
金
の
負
担
を
大
き
く

市
一
し
て
、
医
療
費
の
増
加
分
を
補
う
必
要

都
一
が
で
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

光
一
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

危
一
は
、
医
療
費
の
無
駄
を
な
く
し
、
増
え

か
一
続
け
て
い
る
医
療
費
を
適
正
な
埋
棋
に

生
一
ま
で
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

を
一
ろ
ん
、
医
療
の
ヶ
質
4

を
落
と
さ
ず
に

き
一
で
す
。

一
一
一
日
一
こ
の
「
国
民
医
療
費
の
適
正
化
L

と

生
ぃ
J
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
厚
生
省

然
一
に
「
国
民
医
療
費
適
正
化
総
合
対
策
推

白
一
進
本
部
」
が
置
か
れ
、
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
際

に
、
し
か
も
効
果
的
に
行
え
る
の
は
、

医
療
の
受
け
手
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
自

身
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
膨
れ
上
が
っ
た
医
療
費

を
適
正
な
脱
出
に
す
る
し
た
め
、
わ
た

し
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

基
本
は
病
気
に

か
か
ら
な
い
こ
と

医
抗
原
や
健
康
の
問
題
は
、
次
の
一
二
つ

の
段
階
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
の
予
防
や

積
倒
的
な
健
康
増
進

宅
約
気
に
か
か
っ
た
と
き
の
治
療

③
治
療
が
終
っ
た
あ
と
の
注
意

l震療費の適田空J

病気の予防から

ヘ“健康増進"

い
ま
ま
で
は
、
こ
の
う
ち
②
の
治
療

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
病
気

に
な
っ
た
と
き
、
安
心
し
て
必
要
な
治

療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
「
予
防
に
ま

さ
る
治
療
は
な
い
し
と
い
う
言
葉
に
も

あ
る
と
お
り
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
は

病
気
に
か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
予
防
し
か
ら
さ
ら

に
進
め
て
「
健
康
の
増
進
し
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
白
分
の
健
康
は
白
分
で
守
る
と

い
う
什
党
を
持
ち
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け

る
な
ど
、
山
川
気
ハ
い
か
か
ら
な
い
竺
活
汗

慣
を
確

L

け
ー
す
る
こ
と
で
す
。

一
ト
ベ
健
康
診
断
や
保
健
指
導
な
ど

を
的
倒
的
に
交
け
て
、
病
気
の
早
期
先

見
に
努
め
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
c

こ
う
し
た
、
わ
た
し
た
ち

A

人
ひ
と

り
の
健
康
用
進
に
対
す
る
心
が
け
が
、

医
療
貨
の
適
正
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

大
洲
市
の

健
康
増
進
事
業

大
洲
市
の
健
康
増
進
事
業
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
老
人
セ
ン
タ
ー
(
若
宮
・

旧
北
中
あ
と
)
を
中
心
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
毎
月
の
事
業
は
、
広
報
の
最
終

貞
の
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

(
毎
月
第
一
一
、
山
木
曜
日
)
、
機
能
訓

練
、
訪
問
指
導
な
ど
き
め
細
か
い
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
税
額
が
き
ま
り
ま
す

六
月
定
例
市
議
会
で
、
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
-
却
改
正
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
お
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

改
正
の
理
由

地
方
税
法
の
令
部
改
正
に
と
も
な
い

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
低
所
得
者

層
に
対
す
る
負
担
の
軽
減
な
ど
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

課
税
額
の
き
め
方
と
改
正
点

国
民
健
康
保
険
税
は
、
次
の
四
項
目

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
を
計
算
し
、
そ
の

合
計
額
を
一
年
間
の
税
指
と
し
ま
す
。

①
所
得
割
前
年
中
の
所
得
か
ら
一
定

額
を
控
除
し
、
そ
の
却
に
-
定
率
を

乗
じ
て
得
た
額
。

-
乗
じ
る
率
を
六
・
五
一
一
弱
か
ら
六
・

一
一
-
八
%
に
改
正
し
ま
す
。

②
一
資
産
剖
そ
の
年
の
凶
定
資
産
税
額

(
七
地
・
家
一
四
分
)
に
-
定
の
来
を

乗
じ
て
川
町
た
一
組
。

-
乗
じ
る
本
を
同
五
・
一
-
%
か
ら
問

A

一

・
同
%
に
改
正
し
ま
す
。

③
被
保
険
在
均
等
剖
各
世
帯
の
被
保

険
完
数
に
応
じ
て
、
一
人
主
り
い
く
ら

と
計
算
し
た
額

0

・
一
人
に
つ
い
て
八
千
J

一
百
円
を
八
千

七
百
五
十
円
に
改
正
し
ま
す
。

一
④
一
世
帯
別
平
等
割
各
位
帯
に
均
一
の

円
H
(
O

，九次
H

.
一
世
帯
に
つ
い
て
一
万
一
一
千
円
を
一

万
-

4

下
二
一
百
五
十
円
に
改
正
し
ま
す
。

保
険
税
の
最
高
限
度
額

今
一
十
七
万
円
を
」
一
十
八
万
円
に
改
正

し
ま
す
。

保
険
税
の
軽
減

①
六
割
軽
減
総
所
得
金
額
が
、
一
一
十

同
万
円
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、

均
等
割
額
お
よ
び
平
等
割
額
を
そ
れ

ぞ
れ
六
十
%
減
額
し
ま
す
。

②
凹
剖
軽
減
総
所
得
金
額
が
、
二
十

山
万
円
に
世
帯
主
以
外
の
被
保
険
者

一
人
当
り
十
八
万
五
千
円
を
加
え
た

額
を
超
え
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、

均
等
割
額
お
よ
び
平
等
割
額
を
そ
れ

ぞ
れ
問
ト
%
減
額
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
の
わ
問

い
合
わ
せ
ば
、
市
税
務
諜
市
民
税
係
ま

円¥。

宮
④
2
1
1
1
内
線
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台風シ

ス
ン

備
え

て

日
ご
ろ
の
備
え
を
万
全
に

おおず

台
風
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
に
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
日
ご
ろ

の
心
構
え
が
最
も
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
わ
た
し
た
ち

が
災
害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
気
を
つ
け
た
い
点
を
見
て
み
ま
し
ょ

-つ。

広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

あ
な
た
の
家
は

大
丈
夫
で
す
か

台
風
が
近
づ
い
て
か
ら
で
は
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
我
家
は
、

大
き
な
台
風
が
や
っ
て
来
て
も
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か

l
う
¥
A
7
か
ら
、
台
風
に
備

え
て
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

V
垣
根
が
わ
ら
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
針

金
で
補
強
す
る
と
と
も
に
、
破
損
し
て

い
る
所
を
修
繕
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
o

v
強
い
風
で
物
が
飛
ん
で
き
て
、
窓
か

ラ
ス
が
割
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風

の
あ
た
る
所
に
は
、
雨
戸
を
設
け
る
か

綱
入
ガ
ラ
ス
な
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
老
朽
化
し
た
家
屋
は
危
険
で
す
。
専

門
家
に
相
談
し
、
補
強
し
て
わ
き
ま
し

ょトフ。

V
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は

ど
ん
な
災
害
が
起
こ
り
ゃ
す
い
か
を
調

べ
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て

(7) 

昭和55年10月14日、気象衛星、ひまわり砂

から送られてきた台風19号の写真

安
全
な
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
品
を
備
』
え
よ
-
つ

災
害
は
予
告
な
し
に
や
っ
て
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
次
の
よ
う
な

も
の
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

V
懐
中
電
燈
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
(
予
備
の
電
池
も
)
、
当
面
の
食
料
品
、

水
筒
、
救
急
医
薬
品
(
傷
薬
、
消
毒
薬
、

胃
腸
薬
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
)
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

簡
単
な
大
工
道
具
、
そ
の
ほ
か
む
金
な

ど
の
携
行
品
|
|
|

V
携
行
口
叩
は
非
常
袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ

持
ち
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
む
き
ま

し
ょ
う
。
非
常
袋
に
は
、
水
に
ぬ
れ
て

も
文
字
が
消
え
な
い
筆
記
用
具
で
、
家

族
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
血
液

型
、
避
難
予
定
地
な
ど
を
汗
い
て
む
き

ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
に
は

V
ま
ず
、
お
年
寄
り
、
千
供
、
病
人
を

早
め
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

V
災
害
状
況
を
軽
く
み
な
い
こ
と
。
デ

マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
消
防
、
作
一
祭
な

ど
の
防
災
機
関
の
広
報
に
、
山
怠
し
ま
し

ょ、つ
O

V
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
が
何
よ

り
で
す
。
と
く
に
頭
に
は
ヘ
ル
メ
y
ト

を
者
用
し
、
靴
は
山
口
の
丈
夫
な
ズ
y
ク

靴
が
最
適
。

V
M
胤
な
ど
で
切
れ
た
電
線
は
危
険
で
す
の

ふ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
阿
川

電
力

(
E
④
2
1
3
5
)
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

;盤民年金ぬ知識j

国民年金は高いのか?

確定申告で

保険料は安くなります

国
民
年
八
仮
に
任
志
加
入
し
て
い
る
奥

さ
ん
、
昨
年
哀
れ
の
年
末
調
整
や
一
二
月

の
確
定
中
止
け
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料

が
社
会
保
険
控
除
と
し
て
認
め
ら
れ
、

そ
の
年
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
納
付

す
る
税
金
が
友
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

む
気
づ
き
で
す
か
。
任
意
加
入
し
て
い

る
人
の
保
険
料
が
実
質
的
に
安
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
多
く
の
人
は
気
が
つ
い

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

五
千
二
百
一
一
十
円
が

三
千
八
百
七
十
八
円
に

例
え
ば
、
年
収
託
行
万
円
で
犬
制
と

f
供
-
一
人
の
標
準
間
入
山
慌
を
例
に
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

この夏

小さな気くばり

大きな

省エネ

収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
、
基
礎
控

除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
老
控
除
額
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の
社
会
保
険
料
、

生
命
保
険
料
な
ど
を
控
除
し
た
「
課
税

対
集
所
得
は
百
九
十
四
万
六
千
円
で
、

所
得
税
は
一

A

十
二
万
九
千
円
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
と
、
そ
の
保
険
料
の

年
額
六
万
(
一
千
円
が
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
る
た
め
、
所
得
税
は
二
十

A

一
万
九
千

円
と
な
り
、
一
万
円
税
金
が
安
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
方
税
も
六
千
円
も
安

く
な
る
た
め
、
税
金
が
年
間

A

万
六
千

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
五
千

-
一
百
て
十
円
が
実
質
的
に
は
、
一
二
千
八

百
七
十
八
円
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

税
金
が
減
額
さ
れ
る
額
は
、
年
収
や

世
帯
構
成
に
よ
り
巽
な
り
ま
す
が
、
大

会
り
小
な
り
思
ト
山
。
を
受
け
て
い
る
わ
け

J

d

J

l

一

-

ー

で
す
。

H

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
日
川
い
か
ら
、

加
入
は
ど
う
も
山
と
迷
っ
て
い
る
奥
さ

ん
、
保
険
料
は
決
し
て
山
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
凶
日
比
年
金
に
加
入
し
て
、

あ
な
た
什
勾
の
ζ
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ぷ
し
く
は
、
ぃ
巾
以
氷
山
回
以
年
令
係
へ
o

E
④一
2
1
1
1
内
線
2
9
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の
全
日
面
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
力
一

、

先

ほ

じ

す

る

も

の

で

ナ

。

ふ

ク
!
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
は

l
l

-
訪
問
販
売
・
生
命
保
険
な
ど

四
円
以
内

・
マ
ル
チ
商
法
十
四
日
以
内

・
宅
地
建
物
取
引
五
日
以
内

ク
I
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
注
意

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
必
ず
汗
面

で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、

内
容
証
明
郵
便
や
配
達
証
明
郵
便
で
山

す
と
確
実
で
す
。
ま
た
、
電
報
を
使
う

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

要
は
、
解
約
の
通
知
が
ク
1

リ
ン
グ

.
オ
フ
期
間
内
に
先
日
さ
れ
た
と
い
う

証
拠
を
残
す
こ
と
で
す
。
消
印
が
期
間

内
で
あ
れ
ば
有
効
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
九
日
は
ク

i
リ
ン
ク

.
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
代
金
を
全
額
支
払
っ
た
場
合

マ
化
粧
品
な
ど
の
消
耗
品
で
、
一
部
を

使
用
ま
た
消
貸
す
る
と
ク
!
リ
ン
グ

オ
フ
で
き
な
く
な
る
旨
を
作
げ
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
ま

た
は
消
費
し
た
場
合
。

マ
乗
用
什
動
車

にご用心

訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
ま
す

困
っ
た
と
き
生
活
安
定
資
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

衝動的な契約

(8) 

特
別
な
一
時
的
山
山
釘
な
ど
で
、
健
全

な
生
活
を
維
持
す
る
の
が
困
難
な
こ
と

が
、
ど
こ
の
支
出
に
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
令
融

な
ど
の
千
円
山
利
な
資
金
を
肝
り
る
前
に
、

も
う

AhUι
り
え
な
む
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

県
市
で
は
、
セ
什
椅
貸
付
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
生
活
安
定
資
金

こ
の
資
金
は
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
(
生
活
保
護
世
帯
を
除

く
)
、
同
等
の
世
帯
が
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
冠
婚
葬
祭
、
病
気
、
災
害
な
ど
一

時
的
資
金
の
必
要
な
と
き
。

無
利
子
で
、
四
年
ま
で
の
均
等
償
還

0

・
生
活
資
金
十
万
円
ま
で

-
療
援
資
金
十
五
万
円
ま
で

・
災
害
資
金
三
十
万
円
ま
で

民
生
委
員
に
ご
相
談
の
う
え
、
市
福

祉
事
務
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
4

愛
媛
県
生
活
つ
な
ぎ
資
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
病
気
、
婚

刷
、
出
産
、
葬
祭
な
ど
で
生
活
維
持
の

資
金
が
必
要
な
と
き
。

-
一
人
に
つ
き
五
十
万
円
以
内

-
代
げ
一
什
期
間
-
一
十
四
か
月
以
内

・
年
利
約
七
・
一
二
%

申
し
込
み
は
、
愛
媛
県
生
活
つ
な
ぎ

J

資
合
協
会
八
幡
浜
支
部
へ
。

E
0
8
9
4
@
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おおず広報

訪
問
販
売
と
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
て
、
商
品
の
購

入
申
し
込
み
を
受
け
た
り
、
売
買
契
約

を
結
ん
だ
り
す
る
販
売
方
法
を
言
い
ま

す
。
ま
た
、
路
上
な
ど
で
行
わ
れ
る
販

売
行
為
も
訪
問
販
売
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

訪
問
販
売
は
、
主
と
し
て
「
訪
問
販

売
に
関
す
る
法
律
」
で
、
商
取
引
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
営

業
方
法
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、

一
定
の
条
件
下
に
売
買
契
約
の
解
除
な

ど
が
で
き
る
制
度
(
ク
l
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
)
が
特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
勧
誘

方
法
が
誇
大
・
強
引
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

消
費
者
も
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
に
、
訪
問
販
売
を
利
用
す
る

と
き
は
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し

ょャフ。

販
売
業
者
は
氏
名
・
商
品
の
種
類
な
ど

を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

訪
問
版
売
を
す
る
と
き
、
販
売
業
者

は
氏
名
・
商
品
な
ど
を
明
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
契
約
が
成
ケ
一
L
た
と
き
は
、

契
約
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
読
ん

で
契
約
の
内
容
を
確
認
し
て
か
ら
、
印

鑑
を
押
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

氏
名
を
名
乗
ら
な
か
っ
た
り
、
契
約

書
を
交
付
し
な
い
業
者
は
要
、
任
意
で
す
。

申
し
込
み
は
慎
重
に

本
当
に
そ
の
商
品
が
必
要
か
ど
う
か

を
十
分
に
考
え
て
か
ら
、
申
し
込
み
を

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
火
)
ま
で
の

6
日
間
。

毎
日
9
時
叩
分

1
日
時
却
分

(
受
講
料
)
無
料

(
会
場
〉
大
洲
市
中
村

大
洲
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

(
申
し
込
み
方
法
)

8
月
初
日
(
火
)
、
白
日
(
水
)

日
時
i
m時
ま
で
社
教
セ
ン
タ
ー
二

階
で
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

本
人
が
印
鑑
を
ご
用
意
の
う
え
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ぺ
通
知
)
受
議
決
定
の
通
知
は
、
9

月
5
日
ま
で
に
行
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

愛
媛
県
婦
人
職
業
セ
ン
タ
ー
へ
。

宮

0
8
9
9
⑪
6
6
7
1

毛
糸
機
械
編
み
技
術
指
導

内
職
希
望
の
人

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

愛
媛
県
婦
人
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

内
職
を
希
望
す
る
家
庭
婦
人
な
ど
を
対

象
に
し
た
「
毛
糸
機
械
編
み
技
術
指
導

講
習
会
L

を
大
洲
市
で
実
施
し
ま
す
。

希
望
の
人
は
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

一
毛
糸
機
械
編
み
技
術
指
導
講
習
会

(
対
象
〉
家
内
リ
万
働
(
内
職
)
を
希

望
す
る
~
ネ
妊
婦
人
な
ど
。

(
募
集
人
員
)
二
十
火
(
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

〈
日
時
〉

9
月
ロ
日
(
月
)
l
m
日

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
た
め
に
は
、
う
ま
い
誘
い
に
乗

ら
な
い
こ
と
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

万
一
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
、
ま

た
消
山
口
一
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は
大
洲

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
(
広
報
七
月
乃

参
照
)
ま
た
は
、
商
工
観
光
課
商
工
係

ま
で
宮
④
2
1
1
1
内
線
2
2
5

ク
I
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

ー
冷
静
に
考
え
る
期
間

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
訪
問
販

売
な
ど
で
売
買
契
約
の
申
し
込
み
ゃ
契

約
が
結
ぼ
れ
た
日
を
含
め
、
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
の
解
除
な

ど
が
で
き
る
制
度
で
す
。
購
入
者
が
販

売
業
者
に
契
約
の
解
除
な
ど
を
行
う
旨



おおず広報(9) 

8月から

金
融
機
関
は

第
二
土
曜
日
が

お
休
み
で
す

8月9日(火)

三圏一郎さんを

むかえ

夏季大学

こ
の
た
び
金
融
機
関
で
は
、
関
係
政

令
な
ど
の
改
正
に
よ
っ
て
、
全
国
一
斉

に
本
年
八
月
か
ら
毎
月
一
回
、
第
二
土

曜
日
を
休
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

金
融
機
関
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
市
内
の
金
融
機
関
で
は
、
八
月

十
三
日
よ
り
、
毎
月
第
二
土
曜
日
を
休

業
と
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
金
融
機
関

伊
予
銀
行
(
大
洲
支
底
・
大
洲
本
町

支
庖
)
、
愛
媛
相
互
銀
行
大
洲
支
官
、

東
邦
相
互
銀
行
大
洲
支
居
、
香
川
相

互
銀
行
大
洲
支
底
、
愛
媛
信
用
金
庫

大
洲
支
庖
、
愛
媛
県
労
働
金
庫
大
洲

出
張
所
、
大
洲
市
農
業
協
同
組
合
(
金

融
部
門
の
み
休
業
)

※
現
金
自
動
支
払
機
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
金
融
機
関
は
、
機
械
に
よ
る
取

扱
い
も
休
業
い
た
し
ま
す
。

郵
便
局

金
融
機
関
が
八
月
か
ら
、
第
二
土
曜

日
の
休
業
に
と
も
な
い
、
次
の
よ
う
に

第
二
土
曜
日
を
休
業
い
た
し
ま
す
。

-
大
洲
局
、
大
川
局

貯
金
、
保
険
の
窓
口
は
休
業
し
ま
す

0

・
大
洲
若
宮
局
、
大
洲
平
野
局
、
大
洲

北
只
局
、
大
洲
上
須
戒
局
、
新
谷
局
、

菅
田
局
、
八
多
喜
局
、
大
洲
柳
沢
局

全
部
の
窓
口
を
休
業
し
ま
す
。

市
役
所
会
計
課

市
会
計
課
に
あ
り
ま
す
伊
予
銀
行
窓

口
が
行
う
現
金
の
受
取
り
、
支
払
い
に

つ
き
ま
し
で
も
、
毎
月
第
二
土
曜
日
は

取
り
扱
い
を
行
い
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
金
の
納
入
受

毎
年
八
月
に
実
施
し
て
い
る
愛
媛
夏

季
大
学
は
、
八
月
九
日
(
火
)
に
、
大

洲
市
民
会
館
大
ホ

i
ル
で
聞
か
れ
ま
す
。

講
師
は
タ
レ
ン
ト
の
三
園
一
郎
さ
ん

取
り
に
つ
き
ま
し
で
も
、
第
二
土
曜
日

Y

を
避
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
勺

い

た

し

ま

す

。

一

一

供
託
業
務
に
つ
い
て
(
法
務
局
よ
り
)
六

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が
、
八
月
よ

Y

り
第
一
一
土
曜
日
の
一
斉
休
業
に
よ
り
、

T

同
和
問
題
と
は
、
基
本
的
人
権
に
か

当
日
、
日
本
銀
行
お
よ
び
そ
の
代
理
百
円
か
わ
る
重
大
な
社
会
問
題
で
、
早
急
に

が
供
託
金
お
よ
び
供
託
有
価
証
券
の
受
氏
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

払
い
業
務
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
供
託
吋
憲
法
第
十
一
条
に
1

1

に
次
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

Y

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の

・
供
託
所
(
松
山
地
方
法
務
局
の
本
局
一
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
o

こ
の
憲
法
が

・
各
支
局
)
に
お
い
て
供
託
物
の
払
勺
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵

害
求
が
認
め
ら
れ
で
も
、
第
二
二
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
永
久
の
権
利
と
し

曜
日
に
は
、
小
切
手
を
現
金
化
す
る
点
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
供
託
有
価
証
げ
れ
る
。

券
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
o
m
と
あ
り
ま
す
。
基
一
本
的
人
権
と
は
、
人

-
供
託
所
に
お
い
て
供
託
を
認
め
て
も
、
一
聞
が
人
間
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
当

第
二
土
曜
日
に
は
、
供
託
金
の
払
込
一
然
も
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
の
こ
と

み
、
有
価
証
券
の
納
入
が
で
き
な
い
六
で
す
。
具
体
的
に
は
、
思
想
お
よ
び
良

の
で
、
当
日
は
供
託
が
成
立
し
ま
せ
一
一
心
の
白
由
、
信
教
の
自
由
、
民
住
・
移

ん

。

一

~

転

お

よ

び

職

業

選

択

の

打

由

、

結

婚

の

た
だ
し
、
松
山
地
方
法
務
局
(
本
局
二
一
白
由
、
教
育
を
受
け
る
権
利
な
ど
で
す
。

に
お
い
て
は
、
供
託
金
の
受
入
れ
を
九
幸
せ
に
生
活
し
た
い
と
い
う
願
い
は

行
っ
て
い
る
の
で
、
金
銭
供
託
は
従
九
一
誰
で
も
同
じ
で
す
。
何
人
も
市
民
的
権

未
ど
お
り
成
立
し
ま
す
。
一
利
・
自
由
は
完
全
一
に
保
障
さ
れ
て
い
る

~
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
依
然

と
し
て
、
山
基
本
的
人
権
山
が
侵
さ
れ
、

十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
事
実
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

フ
ォ
ー
ク
歌
子
岡
林
信
康
の
初
期
の

歌
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

シ間
リ和
i教
ズ育

No. 59 

で
す
。
演
題
は
「
職
業
と
し
て
の
タ
レ

ン
ト
L

の
予
定
で
す
。
三
園
さ
ん
は
、

昭
和
十
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
、

戦
後
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
幅
広

い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
日
時

8
月
9
日
(
火
)
日
時
半
1

0
受
講
料
二
百
円

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
体
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
6
8

手

紙

私
の
好
き
な
み
つ
る
さ
ん
は

お
じ
さ
ん
か
ら
お
山
を
も
ら
い

二
人
い
っ
し
ょ
に
暮
す
ん
だ
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た

あ

け

ぼ

の

① 

基
本
的
人
権
に
つ
い
て

私
と
一
緒
に
な
る
の
だ
っ
た
ら

お
庄
を
ゆ
ず
ら
な
い
と
云
わ
れ
た
の

お
山
を
ゆ
ず
ら
な
い
と
云
わ
れ
た
の

わ
た
し
は
彼
の
幸
せ
の
た
め

身
を
ひ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

ム
一
人
い
っ
し
ょ
に
な
れ
な
い
の
な
ら

死
の
う
と
ま
で
伎
は
い
っ
た

だ
か
ら
す
べ
て
を
あ
げ
た
こ
と

く
や
み
は
し
な
い
別
れ
て
も

く
や
み
は
し
な
い
別
れ
て
も

も
し
も
差
別
が
な
か
っ
た
ら

好
き
な
人
と
お
山
が
も
て
た

部
落
に
生
ま
れ
た
そ
の
こ
と
の

ど
こ
が
一
思
い
な
に
が
違
う

つ
ら
い
子
紙
に
な
り
ま
し
た

だ
け
ど
も
私
は
書
き
た
か
っ
た
の

だ
け
ど
も
払
は
書
き
た
か
っ
た
の

(
「
ほ
の
む
」
よ
り
)

憲
法
に
も
内
川
町
制
は
両
性
の
合
意
の

み
に
基
づ
い
て
成
伝
一
し
ω

と
あ
り
ま
す
。

ぷ
別
は
、
人
の
や
せ
や
竺
ム
叩
ま
で
も

奪
う
も
の
で
す
。
愛
し
合
っ
た
-
一
人
が

一
一
人
の
白
由
意
志
で
結
婚
し
、
幸
せ
な

家
庭
を
築
き
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
温
か

く
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。



一
観
光
大
洲
の
夏
最
大
の
行
事
η

川
ま

一
つ
り
4

が
今
年
も
、
八
月
一
今
百
、
四
日

一
に
行
わ
れ
ま
す
。

三
日
に
は
、
ミ
ス
大
洲
美
人
コ
ン
テ

一
ス
ト
、
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り

↓
を
盛
り
と
げ
ま
す
。
ま
た
、
二
一
目
、
四

日
と
も
、
夜
八
時
よ
り
肱
川
で
な
け
れ
第
一
一
ト
L

一
凶
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体

ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
豪
華
な
山
花
育
大
会
が
丘
月
一
一
十
九
日
、
松
山
市
愛

し
火
大
会
υ

を

行

い

ま

す

。

媛

県

総

合

運

動

公

園

で

聞

か

れ

ま

し

ι。

行
事
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
洲
市
か
ら
も
選
手
十
三
人
、
応
援

八

月

三

日

(

水

)

四

十

人

あ

ま

り

が

参

加

し

、

次

の

九

人

マ
9
時
加
分
l
m時
生
花
展
(
中
央
が
み
ご
と
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

公

民

館

)

四

日

も

同

会

場

で

第

一

位

マ
日
時
j

神

事

マ

束

通

弘

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

投

げ

.
マ
日
時
i
u時
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
岡
本
雅
儀
三
一
段
跳
び

ト
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ

l
(
市
民
会
館
)
マ
中
野
ト
ヨ
子
砲
丸
投
げ

一

ス

マ

H
時
l
M
時
ミ
ス
大
洲
美
人
コ
ン
マ
池
田
実
太
郎

山

川

テ

ス

ト

(

市

民

会

館

)

マ

大

門

政

春

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

投

げ

ん
ヤ
マ
日
時
1

ミ
ス
大
洲
市
内
パ
レ
ー
ド
第
二
位

今
マ
加
時
1

花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)
マ
東
ツ
ユ
コ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

v

刊

八

月

四

日

(

木

)

マ

東

住

嘉

衛

百

灯

走

、
ん
す
マ
却
時
1

花
火
大
会
(
肱
南
河
原
)
マ
石
山
宗
主
口
走
幅
跳
び

…
川
※
花
火
は
雨
天
の
場
合
順
延
い
た
し
第
三
位

務

ま

す

。

マ

矢

野

義

春

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

投

げ

の
伊
砂
川
VOψ
旬
。
。
伊
の
O
O
M
V。
。
。
p
e何
vowv砂州
XVMV予
伊
予
W
V
T
足手、

vア
ツ
ア

トー〓』
e
M
V
O
Mぷ形
M
v
h
h砂
5
0
T紛争配

5

6

0

0

伊
の
ψ
0
0
0
ψ
旬
。
。
伊
ゆ
伊
旬
。
。
切
の
伊
ゆ
切
削
hvφψ
の
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
的
vmdω
ゆ
伊
の
ωVO伊
納
か
砂
ψ
ゆ
ゆ
ゆ
ψNV伊
ザ
切
切
併
告
。
吋
y
p
t
p
ν
ι
p
y
?
?タユ
F
F

V
V納
骨
砂
げ
の
切
ゆ
ψ
の
。
砂
切
符
附
ゆ
伊
ゆ
ゆ
め
伊
ゆ
附
ゆ
伊
ゆ
伊
ゅ
の
。
。
ゆ
ゆ
ωい
わ
旬
。
。
。
ω
y
o
o。
。
。
。
砂
川
V

誌
へ
端
、
一
端
、
弔
詞
一
=
、

2
J
L
t
:一
迷

信

言

い

伝

え

が

残

っ

て

い

ま

す

ね

い

ま

し

た

c

V

主
人
は
や
さ
し
く
、
不
満

2
2

主

子

守

?

、

心

6

V

冬
は
霧
が
深
く
、
朝
が
遅
い
と
い
う
せ
ん
。

お

い

、

一

国

高

崎

、

油

田

畑

一

氏

一

似

常

呂

田

・

板

野

感

じ

が

し

ま

す

。

少

し

、

寒

い

と

い

う

ヰコーペ
ν

リ

一

々

、

号

、

ッ

?

?

一

、

、

気

が

し

ま

す

。

V
岐
阜
県
の
可
児
(
か
に
)
市
の
出
身

V
住
ん
で
み
て
、
人
情
味
が
あ
り

H

住

で

す

。

愛

知

県

と

の

県

境

の

市

で

、

昨

め

ば

都

山

で

す

ね

。

し

か

し

、

迷

信

と

年

四

月

に

市

に

な

り

ま

し

た

。

か

言

い

伝

え

な

ど

が

根

強

く

残

っ

て

い

V
主

人

(

博

一

さ

ん

)

と

は

、

大

阪

で

ま

す

ね

。

知
り
あ
い
結
婚
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十

V
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
機
会
£
る
こ

九

年

、

主

人

が

長

男

で

す

の

で

、

大

洲

と

に

マ

マ

さ

ん

バ

レ

ー

な

ど

に

参

加

し

に

帰

っ

て

き

ま

し

た

。

て

い

ま

す

。

花

火

大

口
ミ
ス
大
洲
選
出

U
J
 

つま

爪
山
川

1
1
L
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おおず広報

.4日

ろ lよ

8月3日

ひ市民のl工、ろひσ〉市 民

A

去

夏休みはあっという聞に

過ぎます

村
上
い
つ
子
さ
ん

(
お
歳
)

V
子
供
は
、
女
ば
か
り
三
人
で
、
上
か

ら
、
さ
お
り
(
中
二
、
十
三
歳
)
、
ゆ

か
り
(
小
五
、
十
一
歳
)
輝
恵
(
小
一

七
歳
)
で
す
。

V
最
初
に
大
洲
に
来
た
と
き
、
主
人
の

実
家
へ
行
く
の
に
、
パ
ス
に
乗
り
ず
い

ぶ
ん
山
に
入
っ
て
い
く
の
だ
な
あ
と
忠

大
洲
か
ら

9
人
入
賞

愛
媛
県

身
障
者
体
育
大
会

~，，^，，乙1盛γ

新
刊
図
書
案
内

r~ 

ケ

イ

ン

ズ

伊

藤

光

晴

著

戒

老

録

曽

野

綾

子

著

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
謎
吉
村
作
治
著

日

本

国

製

図

会

部

国

勢

社

登

記

申

請

事

典

津

島

一

雄

著

匙

え

る

高

木

霊

量

子

作

り

の

和

菓

子

堀

正

幸

著

村

が

栄

え

る

条

件

新

保

満

著

農
家
の
暮
ら
し
と
生
活
設
計

宮
崎
礼
子
他
著

世

界

陶

磁

全

集

九

小

学

館

一
0
0
0万
人
の
写
真
術
集
英
社

追

放

者

た

ち

新

藤

兼

人

著

新

英

和

大

辞

典

研

究

社

原

爆

詩

集

峠

三

吉

著

私
の
好
き
な
川
柳
小
島
政
二
郎
著

い
つ
も
と
同
じ
春
辻
井
喬
著

ヴ
ァ
ー
ジ
ン
ロ
!
ド
赤
川
次
郎
著

ぴ
い
ひ
や
ら
ど
ん
ど
ん
青
島
幸
男
著

遣

さ

れ

た

妻

上

坂

冬

子

著

逢

え

て

よ

か

っ

た

浜

美

枝

著

六

道

遊

行

石

川

淳

著

ひ

と

つ

と

や

竹

西

寛

子

著

悪
魔
の
暦

A
-
シ
リ
ト
l
著

燃
え
る
男

A
・
ク
イ
ネ
ル
著

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
釣
文
学
全
集

A
・
へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
著

赤
の
広
場

E
・ト
l
ポ
リ
他
著

〈
児
童
図
書

m冊
)

子
供
の
科
学
工
作
文
庫
加
冊

ち
く
ま
少
年
文
庫
日
冊

戦
争
体
験
の
お
話
特
選
弘
冊

小
年
小
女
伝
記
物
語
日
冊
他

図

書

館



おおず広報L主ろ

TPTA大学を開校
昭和58年度の大洲市PTA大学の開校式が、 6

月20日 、中央公民館において父兄など 100人 が 出

席して行われました。

この大学は、テレビ番組を教材として、親子の

あり 方、子供の学習環境の整備など子供をとり巻

く問題について一年間学習します。

ひσ3 市民lまろひσ〉市 民)
 

-l
 
(
 

企コミュニティ推進中央委員会

今年度の活動方針を決める

6月18日、中央公民館で大iJ'I川fコミュニティ推

進中央委員総会が委員など40人が参加して開かれ

ました。今年度の活動方針などを決めました。今

年度も、コミュニテイ活動の活'陀化を日指して、

他町村と交流事業などを行います。

が主マ yγ ，̂

A 時の記念日に花時計づくり
6月10口の時の記念日に、大川、l保育所では、時

間の大切さを学ぼうと、花時計づくりをしました。

紙皿に数字を人れL. 長室十、短針を付け、周りを花

で飾った立派な花時計ができあがりました。

が
趨

4
『
連
合
青
年
団
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
を
回
収

大
洲
市
連
合
青
年
団
で
は
、
大
洲
市
北
只
の
国
道
日
号
線

沿
い
な
ど
四
か
所
に
く
ず
か
ご
を
設
置
し
、
集
ま
っ
た
ゴ
ミ

を
毎
週
回
収
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
に
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
で
下
さ

い
と
マ
ナ
l
の
向
上
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

自
衛
官
を
募
集

防
衛
庁
で
は
、
現
在
、
陸
上
、
海

上
、
航
空
の
各
自
衛
官
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

応
募
資
格
四
歳
以
上
部
歳
未
満
で

日
本
国
籍
の
男
友
で
、
中
学
校
卒
業

山
何
度
以
上
の
…
一
子
力
を
有
す
る
人

給
与
初
任
給
九
万
六
千
二
百
円

ボ
ー
ナ
ス
山
・
九
か
月

試
験
筆
記
(
国
語
、
数
学
、
社
会
、

作
丈
)
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査
、
適

正
検
査

※
常
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連

絡
部
大
洲
募
集
事
務
所
(
大
洲
授

産
場
内
大
洲
保
育
所
横
)
へ
。

宮
④
4
1
2
3

321日夏6月末までの 、放、、で運 /T¥ 

一 飲子す動 V.J 

大洲市内の交通事故輪 酒供。の
車、と重 7

6月末 Ul' 年の暴老点月

現在同 期交一 走、人商目 16 

件 数 73157  i事古亘文 過，'~交の iZ ] 口 震動
色イ信者 89178  防 蓮喜 え ; 
/、!イち6 止 車云モ故子ヨ十 (T2 25 
死 者 2 I 2 追の止防 項一 口ロ



(12) おおず

相談ごと案内
いずれも無料ですので、

軽にご 利 用 く だ さ い。

砂交通事故相談

と き 8月 8日 10日寺-15日寺

8月22目。

ところ 市役所(市民会館)

傍 人権相談

と き 8月22日 13時 -16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 8月 1日

8月10日

8月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務 時 間 中

ところ 大洲市福祉 事 務 所

惨行政相談

とき 8月22日 10時一15時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

ください。 E ④ 3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 8月22日 10時 -16日寺

ところ 大洲商工会議所

担 当松山社会保 険事務所

険医師による健康相談

と き毎月第 2 ・ 4木曜日

13日寺-14日寺

ところ 大洲市保健センタ一

対 象的歳以土の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務 時 間 中

ところ 大洲隣保館(東大洲E

④ 6100) 大 洲福祉会館

(新谷E ⑤0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

乳
幼
児

健

診

広報

実

施

日

該

当

者

8
月
2
日
(
火
)
昭
和
田
年
3
月
生
※

8
月
9
日
(
火
)
昭
和
町
年
ロ
月
生
※

8
月
日
日
(
木
)
昭
和
町
年
1
月
生

8
月
日
日
(
火
)
昭
和
町
年
9
月
生
※

8
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
7
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分
l
u時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

せトコ

成
人
病
の
予
防
検
診

わ知

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
予

防
検
診
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

8
月
お
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
却
分
1
1
時

せJっしわ

お気

せトコ:f，'知

告
$
3
7〉吟
Z
8

3
占
寸

1
4
寺

7
i
門口

1
ム
門
口

検
診
内
容
問
診
、
結
核
検
診
、
尿
検

査
、
血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
な
ど

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
「
厄
(
ゃ
く
)
年
検
診
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
男
女
と
も
昭
和

十
七
年
生
ま
れ
の
か
た
は
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

「

U
U
E州
紅
山
コ

原
因
は
筋
肉
の
硬
直
に
よ
る

血
行
不
良

海
・
山
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

水
泳
中
や
登
山
の
強
行
軍
の
さ
中
な

ど
に
、
足
が
つ
っ
て
、
こ
む
ら
が
え
り

を
起
こ
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
筋
肉
が
、
運
動
な

ど
で
急
に
使
わ
れ
る
と
、
そ
の
筋
肉
の

動
き
に
ム
リ
が
生
じ
、
こ
む
ら
が
え
り

会
起
こ
す
の
で
す
。

こ
む
ら
は

J
排
と
書
き
、
す
ね
の

13日寺-16日寺
。

後
の
ふ
く
ら
は
ぎ
の
こ
と
で
、
こ
こ
の

筋
肉
が
突
然
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
こ
と

を
「
こ
む
ら
が
え
り
L

と
い
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
局
所
的
な
激
痛
を
伴

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
筋
肉
が
硬
直
し
、

血
管
が
圧
迫
さ
れ
血
液
の
流
れ
が
急
激

に
悪
く
な
る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

さ
で
、
突
然
こ
む
ら
が
元
り
が
起
こ

っ
た
と
き
の
応
急
処
置
で
す
が
、
水
泳

中
な
ど
の
場
合
は
直
ち
に
水
か
ら
上
が

っ
て
体
を
休
め
、
筋
肉
を
も
み
ほ
ぐ
し

t
く
、
だ
さ
い
。

ま
ず
最
初
は
、
足
の
裏
側
の
親
指
側

に
あ
る
公
孫
(
こ
う
そ
ん
)
と
い
う
ツ

ボ
l

|
土
踏
ま
ず
の
先
端
の
と
こ
ろ

と
、
足
の
裏
の
中
心
点
を
指
児
し
、
続

い
て
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
ま

h
u
-
-
-
/
1
1
/

す
o

さ
ら
に
(
月
ー
プ

H

し

す

ね

、

ふ

く

(

一

J
の
主

:

、

孫

れ

裏

、

H
U

ら

は

ぎ

も

ム

公

叶

抑

制

リ
な
く
も
み
「
J
Y
J

な
』
円
j

ほ
ぐ
し
ま
す
。
げ
y

a

q

G

L

98888  
月月月月月
4 28 21 14 7 
日日日日日

大
抄n

乞茸月コ

④央
4 '}丙
5 ~.完
5 
1 

お
く

も
の

藤菊花 dれ〕
田 地 木 一てj

点 ? す
政尚綾 J ヘ
雄生夫字、す

ま
ご
こ
ろ
の

金

一

封

菅

田

町

金

一

封

大

阪

府

金

一

封

常

磐

町

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
と
八
多
喜

地
医
社
協
へ
)八

多
喜
町
岡
崎
銀
一
一
一
郎

金
一
封
(
大
洲
育
成
固
と
大
洲
学
園

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

~. 
五 、

古F大J

8
月

1
日
は

川
町
水
の
日
以

8
月
1
日
は

H

水
の
日
ヘ
こ
の
日

か
ら
一
週
間
は
「
水
の
週
間
」
で
す
。

夏
場
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
水

を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま
一
度

暮
ら
し
の
中
の
水
の
大
切
さ
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

休日の漏水修理8:32VO
者業番当日月 宜主

神田鉄工所8月7日 3 -3∞4 

5 -2944 城戸電業社8月14日

コし-一=ロ 6 -0537 久保鉄工所8月21日

4← 4410 

4 -5968 

後

佐藤水道庖

蔵田水道庖ヨ月 4日

8月28日

親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
欠
け
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
は
、
父
親

と
子
供
が
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
持
つ
の

に
最
適
で
す
。
強
い
父
親
、
た
く
ま
し

い
父
親
を
子
供
は
案
外
知
り
ま
せ
ん
。

自
然
の
中
で
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

作
っ
て
み
て
は
:
・
:
:
:
(
や
)
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